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令和２年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績との差異及び 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

令和元年５月 13 日に公表いたしました令和２年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績と

の差異に関する内容及び通期の連結業績予想の修正につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 

１．令和２年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績との差異 

（平成 31 年４月１日～令和元年９月 30 日）  

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

985 

百万円 

200 

百万円 

 206 

百万円 

153 

円 銭 

111．79 

今回実績（Ｂ） 931 109 112 71 51．91 

増減額（Ｂ）－（Ａ） △54 △91 △94 △82  

増減率（％） △5.5 △45.3 △45.6 △53.6  

（参考）前年同期実績 1,056 163 178 120 87．80 
  
２．令和２年３月期通期連結業績予想の修正 

（平成 31 年４月１日～令和２年３月 31 日）  

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

2,600 

百万円 

500 

百万円 

 516 

百万円 

414 

円 銭 

302．50 

今回修正予想（Ｂ） 2,400 400 412 317 232．06 

増減額（Ｂ）－（Ａ） △200 △100 △104 △97  

増減率（％） △7.7 △20.0 △20.1 △23.3  

（参考）前年同期実績 2,610 479 512 452 330．45 
  
３．差異が生じた理由及び修正の理由 

売上高につきましては、ヘルスケア関連及び光応用・特殊機器関連の受託開発製品が好調に推移

したものの、主力のポータブル型Ｘ線残留応力測定装置の売上が低調だったことから、前回公表予

想を下回りました。 

損益面につきましては、人件費の増加に加え、主力のポータブル型Ｘ線残留応力測定装置の売上

が低調だったことが影響し、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益が、それ

ぞれ前回公表予想を下回りました。 

また、通期の連結業績予想につきましては、上期の連結業績、受注残高及び今後の受注環境等を

勘案のうえ業績予想を見直した結果、前回公表値を下回る見込みとなりましたので、上記のとおり

修正いたします。 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績は今後の様々な要因(経済情勢の急激な変化、関連業界の動向等)によって予想数
値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


